
FUJIFILM Holdings Corporation

2026年3月期 第1四半期 決算説明会

2025年8月6日

本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は､現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり､潜在的なリスクや不確実性が含まれております。
従いまして､実際の業績は､様々な要因によりこれらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おきください。
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本日のアジェンダ －2026年3月期 第1四半期 決算説明会－
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決算ハイライト及びトピックス

富士フイルムホールディングス株式会社 代表取締役社長・CEO 後藤禎一

連結業績及び事業概況

富士フイルムホールディングス株式会社 取締役・CFO 樋口昌之

連結業績予想

富士フイルムホールディングス株式会社 取締役・CFO 樋口昌之

2026年3月期 第1四半期

2026年3月期
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決算ハイライト及びトピックス
2026年3月期 第1四半期

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

01第1四半期
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2026年3月期 第1四半期 決算ハイライト

売上高 営業利益
当社株主帰属

純利益

7,495 億円 753 億円 538 億円

(  +0.1%) (    +21.1%) (    ▲11.5%)➡ ➡

➡

〉 売上高、営業利益ともに第1四半期としての過去最高を更新。当社株主帰属純利益は為替差損等の影響を受けて減益
〉 売上高は、バイオCDMO、半導体材料及びイメージングの販売好調により、為替影響をカバーし、前年並みで着地
〉 営業利益は、米国関税政策による影響を軽微に留め、販売好調のイメージングを中心に、全てのセグメントで増益

〉 米国関税政策による影響を新たに予想に織り込んだ上で、前回予想(5/8)を据え置き
〉 売上高・営業利益・当社株主帰属当期純利益いずれも過去最高の更新を目指す
〉 年間配当は、16期連続増配となる70円/株を予定

過去最高過去最高

2026年3月期 第1四半期 連結業績

対前年

2026年3月期 通期連結業績予想

売上高 営業利益
当社株主帰属

純利益

3 兆 2,800 億円 3,310 億円 2,620 億円

過去最高 過去最高過去最高

( 為替レート : 米ドル＝145円 | 対前年▲11円 , ユーロ＝164円 | 対前年▲4円 )

( 為替レート : 2-4Q 米ドル＝145円, ユーロ＝155円)

4

( 為替レート : 通期    米ドル＝145円, ユーロ＝157円)

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料
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バイオCDMO

デンマーク

既存設備 6 基

デンマーク

第1次 6 基

米国(NC州) 

第1次 8 基

デンマーク

第2次 8 基

米国(NC州) 

第2次 8 基

12 基 20 基 24 基 28 基 36 基

FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028

大型製造設備の商談状況 (20,000L)

米国NC州 第2次投資分（2028年度稼働予定）の4基について、
複数の大手製薬会社と総額約20億ドルの長期契約・基本合意を締結済み

* Sold：契約済みのものに加え、交渉等により見込まれる予定製造数量に関する非公式な合意を含む

Available Sold

前回アップデート時
(2025年5月)からの進展

• 第2次投資：
4基について、複数の大手製薬会社と総額約20億＄
(5年程度)の長期契約・基本合意を締結済み

• 第2次投資：
中計策定時の計画通りに商談進捗中

• 既存設備：
計画停機を経て、7月に稼働再開済

*

2026年3月期 第1四半期 決算トピックス

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

デンマーク・米国ともに商談は順調に進捗中
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2026年3月期 第1四半期 決算トピックス

サステナビリティへの取り組み

先進の製品・サービスを通じて、製品・化学物質の安全確保や資源循環の促進など、
環境分野における重点課題の解決に貢献し、持続的社会の実現を目指す

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

環境

PFASフリーのネガ型 ArF液浸レジスト*1を開発

複合機の再生機*4 製造拠点をフィリピンに新たに開設

当社グループ初となる電気ボイラー設備をオランダの工場に導入

• 日本、中国、欧州等の資源循環を促進する拠点に続き、アジア・パシフィック地域における
新品と同等の品質を保証した再生機の普及と安定した供給体制を確立

• 富士フイルムビジネスイノベーションでは2030年度までに新規資源投入率60％以下を目指す

• 2025年度の同拠点のエネルギー起因 CO2排出量を前年比 約26％削減予定

FUJIFILM
Manufacturing Europe B.V.

• 銀塩写真や半導体材料の開発で培った分子の設計や、有機合成、解析等の技術により、
PFAS*2を一切使用せずに微細な回路パターンを形成可能な28nm世代*3の先端レジストを開発
先端半導体の国際研究機関imecとともに実証し、現在顧客にて評価中

2025.7

2025.7

2025.5

ニュースリリース発行月

FUJIFILM Optics 
Philippines Inc.

気候変動への対応

資源循環の促進

製品・化学物質の
安全確保

*1 ArF（フッ化アルゴン）エキシマレーザー光（波長193nm）を用いる露光手法で、現在最も普及している先端リソグラフィー技術
*2 ペルフルオロアルキル化合物、ポリフルオロアルキル化合物及びこれらの塩類の総称。具体的には、OECDが2021年に公表した”Reconciling Terminology of the Universe of Per- and Polyfluoroalkyl Substances: 
Recommendations and Practical Guidance”で示す化合物のこと *3 車載や産業用半導体をはじめ幅広く使用。ArF液侵のシングルパターニングで製造可能な技術の最終世代
*4 お客様から回収した使用済みの複合機を分解・清掃・修理し、一定品質に満たない部品を交換・調整し、製造した新品の製品

2026年8月稼働予定
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連結業績及び事業概況
2026年3月期 第1四半期

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期

02

2026年3月期予想 参考資料

* 2025年3月期第2四半期から、本資料における各項目の記載金額は一億円未満を四捨五入して表示する形式に変更したことにより、過去に開示した数値との若干の差異や、内訳とその合計の不一致が生じている場合があります。
%は、実際の金額を基に算出しています。
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(単位：億円)

7,490 7,495 5 -330 335
100.0% 100.0% +0.1% +4.5%

622 753 131 -87 218
8.3% 10.0% +21.1% +35.1%

717 720 2 -193 196
9.6% 9.6% +0.3% +27.2%

607 538 -70 -134 65
8.1% 7.2% -11.5% +10.6%

156円 145円 11円高

168円 164円 4円高

2026年3月期 対前年度

売上高

1Q

-5.81円44.63円50.44円

為替影響 為替影響除く2025年3月期

　　　 　  ：ユーロ

営業利益

税金等調整前純利益

当社株主帰属純利益

EPS

為替　      ：米ドル

8

2026年3月期 第1四半期 業績

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

過去最高

過去最高
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（単位：億円）

2,352 2,285 -67 -2.9% 37 +1.6%

1,031 1,021 -10 -0.9% 38 +3.7%

2,800 2,736 -65 -2.3% 24 +0.9%

1,307 1,453 146 +11.2% 235 +17.9%

7,490 7,495 5 +0.1% 335 +4.5%

35 43 7 +20.7% 29 +83.2%

199 225 26 +13.0% 50 +25.2%

144 156 11 +7.9% 23 +16.1%

325 418 92 +28.4% 122 +37.4%

-82 -88 -6 -6

622 753 131 +21.1% 218 +35.1%

全社/連結調整

合計

営業利益

エレクトロニクス

イメージング

ビジネスイノベーション

ヘルスケア

合計

売上高

ヘルスケア

為替影響除く

エレクトロニクス

ビジネスイノベーション

イメージング

1Q

2026年

3月期

2025年

3月期
対前年度

2025年

3月期

2026年

3月期
対前年度

為替影響除く

1Q

9

セグメント別 連結売上高｜営業利益
2026年3月期 第1四半期

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

*

*

*

*
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セグメント別概況：ヘルスケア
2026年3月期 第1四半期(2025年4月～2025年6月)

10

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

◼ メディカルシステム

－ 中国向け医療材料の需要減
－ X線画像診断機器の前年大型商談影響
＋ 医療IT(PACS等)、IVD、内視鏡の販売好調

◼ バイオCDMO

＋ デンマーク新規設備の稼働寄与
＋ テキサス拠点における稼働回復
－ デンマーク既存設備の計画停機

◼ LSソリューション

＋ 培地の市場回復、試薬の販売堅調

*収益性：26ページ 参照

◼ オペレーション

メディカルシステムの販売減少に伴う減益他

◼ 一時要因(FY2025.Q1)

バイオCDMO デンマーク拠点 計画停機 -85

◼ 一時要因(FY2024.Q1)

バイオCDMO他   米テキサス拠点商用製造体制強化他 -123

売上増減要因

売上・利益概況

利益増減主要因

（単位：億円）

為替影響除く

2,352 2,285 -67 -2.9% +1.6%

1,577 1,440 -137 -8.7% -4.5%

471 532 60 +12.8% +18.9%

304 313 10 +3.2% +6.2%

35 43 7 +20.7% +83.2%

1.5% 1.9% +0.4pt

 バイオCDMO

売上高

 LSソリューション

営業利益
営業利益率

2025年

3月期

2026年

3月期
増減

メディカルシステム

営業利益増減要因分析
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セグメント別概況：エレクトロニクス
2026年3月期 第1四半期(2025年4月～2025年6月)

11

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

売上増減要因

利益増減主要因

◼ 半導体材料

＋ CMPスラリー他先端向けの販売好調

◼ AF材料

－ データテープ：前年のIT企業向け大型商談影響
＋ ディスプレイ材料：新規材料の販売堅調

◼ オペレーション

半導体材料の増収に伴う増益

◼ 一時要因(FY2024.Q1)

半導体材料 新規買収会社 -7

売上・利益概況
（単位：億円）

為替影響除く

1,031 1,021 -10 -0.9% +3.7%

623 647 24 +3.8% +10.6%

408 375 -33 -8.2% -6.8%

199 225 26 +13.0% +25.2%

19.3% 22.1% +2.8pt

営業利益

　　　　　　　　　　　  営業利益率

 AF材料

売上高

 半導体材料

2025年

3月期

2026年

3月期
増減

営業利益増減要因分析
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セグメント別概況：ビジネスイノベーション
2026年3月期 第1四半期(2025年4月～2025年6月)

12

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

営業利益増減要因分析

売上・利益概況

◼ ビジネスソリューション

＋ DX関連ソリューション、自治体向けサービス好調
＋ 海外BPOの売上増

◼ オフィスソリューション

－ 中国向け低採算品の販売絞り込み

◼ グラフィックコミュニケーション

－ アナログ印刷：刷版需要減、低採算品の販売終了

－ IJヘッド：セラミック市場向け販売減

◼ オペレーション

ビジネスソリューションの増収に伴う増益他

◼ 一時要因(FY2025.Q1)

グラフィックコミュニケーション 係争費用他 -4

◼ 一時要因(FY2024.Q1)

グラフィックコミュニケーション他 係争費用他 -11

売上増減要因

利益増減主要因

（単位：億円）

為替影響除く

2,800 2,736 -65 -2.3% +0.9%

708 758 50 +7.0% +9.9%

1,268 1,200 -68 -5.3% -2.7%

825 778 -47 -5.6% -1.4%

144 156 11 +7.9% +16.1%

5.2% 5.7% +0.5pt

営業利益

　　　　　　　　　　   営業利益率

 オフィスソリューション

 グラフィックコミュニケーション

売上高

 ビジネスソリューション

2025年

3月期

2026年

3月期
増減
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セグメント別概況：イメージング
2026年3月期 第1四半期(2025年4月～2025年6月)

13

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

売上・利益概況

◼ コンシューマーイメージング

＋ インスタントフォトシステムinstaxの販売好調
・「WIDE 400」「WIDE Evo」の販売好調
・ 新製品「mini 41」の販売も寄与

◼ プロフェッショナルイメージング

＋ デジタルカメラ X/GFXシリーズの販売好調
・「X100Ⅵ」「X-M5」の販売好調
・新製品「GFX100RF」「X half」の販売も寄与

◼ オペレーション

インスタントフォトシステム、デジタルカメラの増収に伴う増益

売上増減要因

利益増減主要因

（単位：億円）

為替影響除く

1,307 1,453 146 +11.2% +17.9%

746 773 27 +3.7% +9.9%

561 680 119 +21.2% +28.7%

325 418 92 +28.4% +37.4%

24.9% 28.7% +3.8pt

営業利益

　　　　　　　　　　   営業利益率

プロフェッショナルイメージング

売上高

コンシューマーイメージング

2025年

3月期

2026年

3月期
増減

営業利益増減要因分析
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734

974 1,047

-1,703

-1,429
-1,316

-269

-454

-257

-2,000

-1,500

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500
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連結キャッシュ・フロー
2026年3月期 第1四半期(2025年4月～2025年6月)

キャッシュ・イン

キャッシュ・アウト

事業買収除く調整フリー・キャッシュ・フロー

（億円）

*調整フリー・キャッシュ・フローから、事業買収を控除しています。

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

2024年3月期
１Q

2025年3月期
1Q

2026年3月期
1Q

(単位：億円)

2024年3月期

1Q

2025年3月期

1Q

2026年3月期

1Q

当期純利益 534 609 538

減価償却費 360 397 409

営業債権等の増(-)減(+) 521 526 498

棚卸資産の増(-)減(+) -393 -345 -523

営業債務等の増(+)減(-) -64 124 -5

運転資本の増(-)減(+) 65 305 -30

-224 -336 130

キャッシュ・イン 734 974 1,047

　設備投資設備投資(有形固定資産) -879 -1,186 -1,166

設備投資(ソフト、レンタル資産他) -124 -243        -138

-700 0          -12

キャッシュ・アウト -1,703 -1,429 -1,316

調整フリー・キャッシュ・フロー(FCF) -969 -454 -269

-269 -454 -257事業買収を除く調整FCF*

その他

事業の買収



FUJIFILM Holdings Corporation 15

2026年3月期
連結業績予想

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

03
* 2025年3月期第2四半期から、本資料における各項目の記載金額は一億円未満を四捨五入して表示する形式に変更したことにより、過去に開示した数値との若干の差異や、内訳とその合計の不一致が生じている場合があります。

%は、実際の金額を基に算出しています。
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2026年3月期 通期連結業績予想

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

* EPS(1株当たり当社株主帰属当期純利益)の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年6月30日現在の発行株式数(自己株式数を除く)を使用しています。

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

*

米国関税政策による影響を新たに予想に織り込み、前回予想(5/8)を据え置き

（単位：億円）

2025年

3月期

2026年3月期

前回予想

(2025/5/8公表値)

2026年3月期

今回予想

(2025/8/6)

対前年度 対前回予想

31,958 32,800 32,800 842 -
100% 100% 100% +2.6% -

3,302 3,310 3,310 8 -
10.3% 10.1% 10.1% +0.3% -

3,406 3,430 3,430 24 -
10.7% 10.5% 10.5% +0.7% -

2,610 2,620 2,620 10 -
8.2% 8.0% 8.0% +0.4% -

216.67円 217.46円 217.45円 +0.78円 -0.01円

8.0% 7.7% 7.7% -0.3pt -

5.9% 5.5% 5.5% -0.4pt -

95日 104日 104日 +9日 -

152円 145円 145円 7円高 -

164円 155円 157円 7円高 2円安

148,000円 155,000円 155,000円 +7,000円 -銀価格（/kg）

当社株主帰属純利益

EPS

ROE

 為替　　　：米ドル 

　：ユーロ

売上高

営業利益

税金等調整前純利益

ROIC

CCC

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高



FUJIFILM Holdings Corporation

(単位：億円)

10,478 11,000 11,000              -           -10 -0.1%

4,076 4,200 4,200              -             -5 -0.1%

11,985 12,200 12,200              -            20 0.2%

5,420 5,400 5,400              -            10 0.2%

31,958 32,800 32,800              -            15 -

(単位：億円)

                  799 860 860              -            45 5.2%

                  751 780 780              -            10 1.3%

                  746 790 790              -            10 1.3%

               1,392 1,270 1,270              -              - -

                -386 -390 -390              -              - -

3,302 3,310 3,310              -            65 2.0%

ヘルスケア

エレクトロニクス

営業利益

全社/連結調整

イメージング

ビジネスイノベーション

合計

2026年3月期

今回予想

(2025/8/6)

合計

イメージング

2025年

3月期

2026年3月期

前回予想

(2025/5/8公表値)

ビジネスイノベーション

売上高

2026年3月期

前回予想

(2025/5/8公表値)

ヘルスケア

エレクトロニクス

2026年3月期

今回予想

(2025/8/6)

2025年

3月期

対前回予想

為替影響除く

為替・原材料・関税影響

一時要因除く

対前回予想

17

セグメント別業績予想

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

*ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

米国関税政策による影響を吸収し、各セグメントにおいても前回予想を据え置き

*

*

*

*
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米国の関税政策による影響

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

全社 -60億円
(約-$40M)

影響する主な製品

ヘルスケア -40億円 医療機器

エレクトロニクス -10億円 半導体材料

ビジネスイノベーション -10億円 刷版材料、インクジェットヘッド

イメージング - インスタントフォトシステム、デジタルカメラ

米国の関税政策に対して、サプライチェーンの見直し、経費の追加削減などの対策により
最小化したマイナス影響を2026年3月期業績予想に織り込み

日本時間8/1時点 米国政府公表の情報に基づく

8/1時点で合意または適用されている相互関税
（中国：30%→90日間一時停止措置後(11月以降)54%、日本：15％、ベトナム：20%、フィリピン：19%、タイ：19% 他）

前提

対策による影響の最小化

2026年3月期の営業利益に対する影響額を、今回の業績予想へ織り込み

前回前提(5/8公表時)

$140M±100M、予想に未織り込み
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2026年3月期 第1四半期
決算 参考資料

決算ハイライト
2026年3月期

第1四半期
2026年3月期予想 参考資料

04
* 2025年3月期第2四半期から、本資料における各項目の記載金額は一億円未満を四捨五入して表示する形式に変更したことにより、過去に開示した数値との若干の差異や、内訳とその合計の不一致が生じている場合があります。

%は、実際の金額を基に算出しています。
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1Q | 3ケ月 業績

*

*

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

*

*

（単位：億円）

1Q

2,352 2,285 -67 -2.9% 37 +1.6%

　メディカルスシステム 1,577 1,440 -137 -8.7% -71 -4.5%

　バイオCDMO 471 532 60 +12.8% 89 +18.9%

　LSソリューション 304 313 10 +3.2% 19 +6.2%

エレクトロニクス 1,031 1,021 -10 -0.9% 38 +3.7%

　半導体材料 623 647 24 +3.8% 66 +10.6%

　AF材料 408 375 -33 -8.2% -28 -6.8%

ビジネスイノベーション 2,800 2,736 -65 -2.3% 24 +0.9%

　ビジネスソリューション 708 758 50 +7.0% 70 +9.9%

　オフィスソリューション 1,268 1,200 -68 -5.3% -34 -2.7%

　グラフィックコミュニケーション 825 778 -47 -5.6% -12 -1.4%

イメージング 1,307 1,453 146 +11.2% 235 +17.9%

　コンシューマーイメージング 746 773 27 +3.7% 74 +9.9%

　プロフェッショナルイメージング 561 680 119 +21.2% 161 +28.7%

7,490 7,495 5 +0.1% 335 +4.5%

1Q

35 43 7 +20.7% 29 +83.2%

[1.5%] [1.9%]

エレクトロニクス 199 225 26 +13.0% 50 +25.2%

[19.3%] [22.1%]

ビジネスイノベーション 144 156 11 +7.9% 23 +16.1%

[5.2%] [5.7%]

イメージング 325 418 92 +28.4% 122 +37.4%

[24.9%] [28.7%]

-82 -88 -6 -6

622 753 131 +21.1% 218 +35.1%

[8.3%] [10.0%]

全社

営業利益合計

為替影響除く

ヘルスケア

ヘルスケア

売上高合計

（単位：億円）

営業利益

[営業利益率] 2025年3月期 2026年3月期 対前年度

売上高
為替影響除く2025年3月期 2026年3月期 対前年度
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四半期別業績推移

*

*

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

（単位：億円）

2025年3月期 2026年3月期

2,352 2,490 2,471 3,165 2,285

　メディカルスシステム 1,577 1,669 1,626 2,061 1,440

　バイオCDMO 471 481 513 730 532

　LSソリューション 304 341 332 374 313

エレクトロニクス 1,031 1,025 1,019 1,001 1,021

　半導体材料 623 630 619 632 647

　AF材料 408 395 400 369 375

ビジネスイノベーション 2,800 2,877 2,944 3,364 2,736

　ビジネスソリューション 708 811 779 1,011 758

　オフィスソリューション 1,268 1,218 1,305 1,438 1,200

　グラフィックコミュニケーション 825 848 859 916 778

イメージング 1,307 1,265 1,695 1,153 1,453

　コンシューマーイメージング 746 776 1,106 652 773

　プロフェッショナルイメージング 561 489 589 501 680

7,490 7,657 8,128 8,683 7,495

2025年3月期  2026年3月期

35 195 114 454 43

エレクトロニクス 199 188 187 176 225

ビジネスイノベーション 144 108 175 319 156

イメージング 325 337 488 242 418

-82 -94 -87 -122 -88

622 734 877 1,069 753

為替レート(期中平均) ドル 156 149 152 152 145

ユーロ 168 164 163 161 164

3Q

ヘルスケア

全社

4Q 1Q

売上高
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

ヘルスケア

売上高合計

営業利益合計

営業利益
1Q 2Q

*

*
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国内・海外別連結売上高

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

（単位：億円）

構成比(%) 構成比(%)

31.9% 2,391 34.3% 2,569 178 +7.4%

20.8% 1,555 20.7% 1,553 -2 -0.1%

17.9% 1,338 16.6% 1,246 -93 -6.9%

 内、中国 15.7% 1,178 15.5% 1,165 -13 -1.1%

 アジア他 29.4% 2,206 28.4% 2,127 -78 -3.6%

 海外 68.1% 5,099 65.7% 4,926 -173 -3.4%

100.0% 7,490 100.0% 7,495 5 +0.1%

2025年３月期 1Q 2026年３月期 1Q
対前年度

 合計

 日本

 米州

 欧州
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(単位：億円)

1Q

2025年

3月期

2026年

3月期

オペレー

ション等
為替

原材料

価格

（b-a)

一時要因

(a)

2025年

3月期

(b)

2026年

3月期
事業 内容

ヘルスケア 35       43 7         -5 -22 -4 38       -123 -85 
-50 -50 - バイオCDMO ｜体質強化費用

-60 -60 - バイオCDMO ｜商用製造体制強化(米テキサス拠点)

-13 -13 - メディカル ｜FHC国内営業部門統合費用

85 - -85 バイオCDMO ｜デンマーク計画停機

エレクトロニクス 199     225 26       41       -24 2         7         -7 -
7 -7 - 半導体材料 ｜新規買収会社

ビジネスイノベーション 144     156 11       12       -12 4         7         -11 -4 
1 -2 -1 グラフィックコミュニケーション ｜体質強化費用等

5 -8 -3 グラフィックコミュニケーション ｜係争費用他

1 -1 他 ｜その他

イメージング 325     418 92       122     -29 -1 1         -1 -
1 -1 - イメージング ｜体質強化費用等

全社/連結調整 -82 -88 -6 -6 -         -         -         -         -         

合計 622     753 131     164     -87 1         53       -142 -89 

為替レート 米ドル 156円 145円 11円高 銀 -6

ユーロ 168円 164円 4円高 アルミ 3

他(燃料等) 4

対前年

23*2 富士フイルムヘルスケア株式会社

営業利益増減分析(1Q実績 対前年実績)

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

*2

*

*
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2026年3月期 通期連結業績予想

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

事業別売上高

*

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

*

(単位:億円)

2025年3月期

実績

2026年3月期

前回予想(2025/5/8)

2026年3月期

今回予想(2025/8/6)

ヘルスケア 10,478                   11,000                   11,000                   522         +5.0% - -

メディカルシステム 6,932                            7,000                            7,000                            68               +1.0% -                 -

バイオCDMO 2,195                            2,600                            2,600                            405             +18.4% -                 -

LSソリューション 1,350                            1,400                            1,400                            50               +3.7% -                 -

エレクトロニクス 4,076                     4,200                     4,200                     124         +3.0% -              -

半導体材料 2,504                            2,600                            2,600                            96               +3.8% -                 -

AF材料 1,572                            1,600                            1,600                            28               +1.8% -                 -

ビジネスイノベーション 11,985                   12,200                   12,200                   215         +1.8% -              -

ビジネスソリューション 3,309                            3,700                            3,700                            391             +11.8% -                 -

オフィスソリューション 5,229                            5,100                            5,100                            -129            -2.5% -                 -

グラフィックコミュニケーション 3,447                            3,400                            3,400                            -47             -1.4% -                 -

イメージング 5,420                     5,400                     5,400                     -20          -0.4% -              -

コンシューマーイメージング 3,280                            3,200                            3,200                            -80             -2.4% -                 -

プロフェッショナルイメージング 2,140                            2,200                            2,200                            60               +2.8% -                 -

合計 31,958                   32,800                   32,800                   842         +2.6% -              -

為替

米ドル 152円 145円 145円 7円高 -

ユーロ 164円 155円 157円 7円高 2円安

対前年度 対前回予想
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*2

*1

営業利益増減分析(通期業績予想 対前回業績予想)

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

*

*

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

(単位：億円)

前回予想

2025/5/8

今回予想

2025/8/6

オペレー

ション等
為替

原材料

価格
関税

（b-a)

一時要因

(a)

前回予想

(b)

今回予想 事業 内容

ヘルスケア 860     860 - 45       -5 -         -40     - -100   -100 
- -100      -100 バイオCDMO ｜デンマーク計画停機

エレクトロニクス 780     780 - 10       - -         -10 - - -
-

-

-

ビジネスイノベーション 790     790 -         10       -5 5         -10 - -35     -35 
- -10        -10 グラフィックコミュニケーション ｜体質強化費用等

- -25        -25 グラフィックコミュニケーション ｜係争費用他

-

-

イメージング 1,270  1,270 - -         - -         -         - - -
-

-

全社/連結調整 -390 -390 -         -         - - - - - -

合計 3,310  3,310 - 65       -10 5         -60 -         -135   -135 

為替レート 米ドル 145円 145円 ー 銀 - 

ユーロ 155円 157円 2円安 アルミ 5 

他(燃料等) - 

対前回予想
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決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

バイオCDMO収益性(1Q実績 対前年実績、通期業績予想 対前年実績)

1Qの一時費用除くEBITDAマージンは、大型設備稼働に伴う固定費増により10％台前半
通期では10％台半ばを見込む

（単位：億円）

売上高 471 532 60 2,195 2,600 405

ﾃﾞﾝﾏｰｸ拠点 既存設備における計画停機 -85 -85 -100 -100

体質強化費用 -50 50 -50 50

米ﾃｷｻｽ拠点における商用製造体制強化 -60 60 -130 130

一時費用合計 -110 -85 25 -180 -100 80

一時費用除くEBITDAマージン 10%台半ば 10%台前半 - 10％台前半 10％台半ば -

内）大型製造設備 約30% 20％台後半 - 20%台後半 20％台前半 -

内）中小型製造設備 マイナス一桁% マイナス一桁% - ﾌﾞﾚｰｸｲｰﾌﾞﾝ 一桁％半ば -

バイオCDMO

1Q

対前年度

通期

対前年度2025年

3月期

2026年

3月期
2025年 3月期

2026年 3月期

(予想）
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連結貸借対照表
2026年3月期 第1四半期(2025年4月～2025年6月)

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

2024年

3月期末

25年

3月期末

26年3月期

6月末

対25年

3月期末

2024年

3月期末

25年

3月期末

26年3月期

6月末

対25年

3月期末

現金及び現金同等物 1,797 1,721 1,600 -121 長短社債及び借入金 5,028 6,859 7,498 639

受取債権 6,966 7,000 6,405 -595 支払債務 3,465 3,906 3,913 7

棚卸資産 5,478 5,440 5,986 546 その他流動・固定負債 7,608 8,207 7,996 -211

その他流動資産 1,505 1,656 1,747 91 負債計 16,101 18,972 19,407 435

流動資産計 15,746 15,817 15,738 -79 株主資本計 31,692 33,485 33,988 503

有形固定資産 13,957 17,865 18,766 901 非支配持分 41 42 44 2

営業権 9,538 9,479 9,409 -70 純資産計 31,733 33,527 34,032 505

その他固定資産 8,593 9,338 9,526 188 負債・純資産合計 47,835 52,499 53,439 940

固定資産計 32,088 36,682 37,701 1,019
(単位：円)

資産合計 47,835 52,499 53,439 940
増

期末日 為替レート
2024年

3月期末

25年

3月期末

26年3月期

6月末

対25年

3月期末

米ドル 151 150 145 5円高

ユーロ 163 162 170 8円安

(単位：億円)
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設備投資
(有形固定資産)

設備投資
(ソフト・レンタル資産他)

減価償却費

設備投資｜減価償却費

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

(億円)

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

4,221 

5,321 

4,620 

663 750 690 

1,500 
1,636 

1,880 

0

2,000

4,000

6,000

24/3

実績

25/3

実績

26/3

予想

24/3

実績

25/3

実績

26/3

予想

24/3

実績

25/3

実績

26/3

予想

設備投資 | 減価償却費

(単位：億円)

1Q 通期

ヘルスケア 1,013 1,053 4,492 3,390

エレクトロニクス 84 44 389 630

ビジネスイノベーション 56 44 259 400

イメージング 30 21 154 180

コーポレート 3 4 26 20

  設備投資(有形固定資産) 1,186 1,166 5,321 4,620

ヘルスケア 37 38 167 140

エレクトロニクス 1 6 13 20

ビジネスイノベーション 191 80 471 340

イメージング 9 9 62 120

コーポレート 4 6 38 70

  設備投資(ソフト、レンタル資産他) 243 138 750 690

ヘルスケア 150 172 615 840

エレクトロニクス 72 73 299 330

ビジネスイノベーション 127 115 518 500

イメージング 41 37 174 170

コーポレート 7 11 30 40

  減価償却費 397 409 1,636 1,880

 年度
2025年

3月期

2026年

3月期

2025年

3月期

2026年

3月期

(予想)
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研究開発費 販売費及び一般管理費

研究開発費｜販売費及び一般管理費

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

(億円) 売上高比率

1Q

2025年

3月期

2026年

3月期

2025年

3月期

2026年

3月期

（予想）

ヘルスケア 149 148 613

エレクトロニクス 68 70 252

ビジネスイノベーション 137 140 545

イメージング 27 30 133

コーポレート 23 19 91

研究開発費 403 406 1,634 1,730

<売上高比> 5.4% 5.4% 5.1% 5.3%

販売費及び一般管理費 2,061 1,966 8,065

<売上高比> 27.5% 26.2% 25.2%

　

(単位：億円)

通期

1,571 1,634 1,730 

7,525 

8,065 

5.3% 5.1% 5.3％

25.5% 25.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

0

3,000

6,000

9,000

24/3

実績

25/3

実績

26/3

予想

24/3

実績

25/3

実績

研究開発費 ｜ 販売費及び一般管理費

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています
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単位 2024.3末 2024.6末 2024.9末 2024.12末 2025.3末 2025.6末

連結 人 72,254 72,929 72,989 72,901 72,593 74,534

▐ 為替(平均) ｜ 原材料価格(平均)

▐ 為替感応度：1円の変動による影響(年間)

▐ 人員

売上高 営業利益

米ドル 1円あたり +50 億円 +10 億円

ユーロ 1円あたり +15 億円 + 8 億円

為替｜原材料｜人員

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

最終更新日：2024/4/17

2025年3月期 2026年3月期

単位 1Q 2Q 3Q 4Q 通期 1Q 2-4Q 通期

米ドル 円/ドル 156 149 152 152 152 145 145 145

ユーロ 円/ユーロ 168 164 163 161 164 164 155 157

銀 千円/kg 143 144 155 155 148 155 155 155
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参考情報

決算ハイライト 2026年3月期予想 参考資料
2026年3月期

第1四半期

▍ 富士フイルムホールディングス 株主・投資家情報

https://ir.fujifilm.com/ja/investors.html

▍ 富士フイルムホールディングス 統合報告書

https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/integrated-report.html

▍ IR資料室

https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials.html

▍ 富士フイルムグループ事業概要

https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/business-overview.html

https://ir.fujifilm.com/ja/investors.html
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/integrated-report.html
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials.html
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/business-overview.html
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富士フイルムホールディングス株式会社
コーポレートコミュニケーション部

https://holdings.fujifilm.com/ja

https://holdings.fujifilm.com/ja
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